
厚生労働大臣の定める掲示事項等 

更新日：2025年9月5日 

 

1. 入院基本料について 

当院は入院基本料として一般病棟入院基本料、障害者施設等入院基本料、地域包括ケア病棟入院

料の届出を行い、一般病棟では入院患者様１０人につき 1人以上の看護職員を、障害者施設等入

院基本料では入院患者様 13 人につき１人以上の看護職員を、地域包括ケア病棟入院料では入

院患者様1３人につき 1人以上の看護職員を配置しております。 

なお、時間帯別の配置は下表のとおりです。 

 日勤帯 夜勤帯 

一般病棟入院基本料 

３病棟 

看護職員１人当り ５人以内 

看護補助者１人当り ３８人以内 

看護職員１人当り １９人以内 

看護補助者１人当り ３８人以内 

障害者施設等入院基本料 

２病棟 

看護職員１人当り ６人以内 

看護補助者１人当り １６人以内 

看護職員１人当り ２４人以内 

看護補助者１人当り ４８人以内 

地域包括ケア病棟入院料 

１病棟 

看護職員１人当り ６人以内 

看護補助者１人当り １２人以内 

看護職員１人当り ２４人以内 

看護補助者１人当り ４８人以内 

 

 

2. 入院中の食事の提供について 

入院時食事療養（Ⅰ）の届出を行っており、患者様様の病状に応じて管理栄養士によって管理さ

れた食事を適時（夕食については午後6時以降）、適温で提供しています。 

 

 

3. 明細書の発行について 

当院は医療の透明化や患者様への情報提供を積極的に推進していく観点から、領収書発行の際

に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行しております。また、公費負担医療

の受給者で医療費の自己負担のない方についても、明細書を無料で発行しております。 

なお、明細書は、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点

をご理解いただき、ご家族の方が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行も含めて、明

細書の発行を希望されない方は、その旨を自動精算機で選択するか会計窓口にてお申し出下さ

い。 

 

4. 北海道厚生局⾧への届出事項について 

当院は下記のとおり北海道厚生局長へ届出を行っております。 

 

≫厚生労働大臣の定める施設基準（札幌優翔館病院） 

 

5. 保険外併用療養費・保険外負担に関する事項 

① 差額室（特別の療養環境）をご利用の場合【税込】 

差額室料 １病棟 １０１号室 2,750円 

差額室料 ２病棟 ２０６号室、 ３病棟 特別室 5,500円 

https://www.shoureikan.jp/yuushoukan/central/enkaku_02.php


 

② 患者様希望での⾧期収載品の選定療養費について 

2024年10月1日から、後発医薬品のある先発医薬品（⾧期収載品）を患者様希望で使用

する際に、選定療養費として新たに自己負担額が発生する場合がございます。 

 

詳細は、厚生労働省ホームページをご確認ください。 

≫厚生労働省「後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養について」 

 

③ 文書料・その他の自費について 

≫自費に関する料金表 

 

6. その他 

（１）敷地内全面禁煙について 

当院は屋内外を問わず、「敷地内禁煙」となっておりますのでご理解とご協力をお願いします。 

 

（２）加算について 

① 医療情報取得加算について 

当院は医療 DX を推進するための体制として、オンライン資格確認等システムによる、健康

保険証の確認を行う体制を有しております。また、オンライン資格確認等システムにてご同

意いただいた場合、医療情報（特定健診・薬剤情報・診療情報・手術情報等）を活用して診療

を実施しております。マイナンバーカードの利用にご協力をお願いいたします。 

 

② 機能強化加算 

•かかりつけ医として、今診ている病気だけでなく、全体の健康状態も把握するようにしま

す。 

•健康診断の結果、健康管理、予防接種などの相談に応じます。 

•ケアマネージャー・包括支援センターとも連携しています。 

•時間外・休日でも体調不良時の電話などによる問い合わせに対応します。 

 

③ 後発医薬品使用体制加算、一般名処方加算 

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みな

どを実施しています。医薬品の供給不足等が発生した場合には、適切な対応ができる体制

を整備しています。医薬品の供給状況によって投与する薬剤が変更となる可能性がありま

すが、その際は患者様にご説明いたします。 

また、後発医薬品（ジェネリック医薬品）がある薬については、説明の上、一般名（有効成分の

名称）で処方する場合がございます。 

 

④ 情報通信機器を用いた診療 

情報通信機器を用いた診療の初診の場合には、向精神薬の処方はできかねます。 

 

⑤ 協力対象施設入所者入院加算・介護保険施設等連携往診加算 

当院は、下記の介護保険施設等に協力医療機関として定められており、介護保険施設等に

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_39830.html
2025.04.01【優翔館】自費料金表.pdf


おいて療養を行っている患者の病状の急変等に対応するため、きめ細やかな連携体制をと

っています。 

   •連携機関（50音順） 

   特別養護老人ホーム あいの郷 

特別養護老人ホーム 厚田みよし園 

特別養護老人ホーム オニオンコート 

特別養護老人ホーム しのろ三清荘 

特別養護老人ホーム 福寿園 

介護老人保健施設 茨戸アカシアハイツ 

 

⑥ 生活習慣病管理料（Ⅰ）（Ⅱ） 

患者さまの状態に応じ、28日以上の長期の投薬を行うこと又はリフィル処方箋を交付する

ことについて、当該対応が可能です。 

 

(３)厚生労働省が定める手術に関する施設基準に係る実績 

≫手術件数 

 

(４)医療従事者負担軽減に関すること 

当院は医療従事者（勤務医及び看護職員等）の負担軽減及び処遇改善、病院職員の勤務環境改善

を推進する委員会による取り組みを行っております。取り組み内容につきましては、院内掲示を

しておりますのでご覧ください。 

 

2025【優翔館】手術件数.pdf

